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	法人（事業所）理念
	「縁和会」へのおもい
“縁”...人と人とのめぐり合わせに「感謝」して　“和”...おだやかな「心」をもった　“会”...人々の「集まり」にしたい

	支援方針
	成長をあたたかく見守りながら、遊びや集団生活を通して、一人ひとりの個性と発達段階にあわせた専門的な視点で支援し、子どもたちと楽しく過ごす

	営業時間
	平日：10時00分から18時00分まで
土曜日： 8時00分から16時00分まで
長期休暇： 9時00分から17時00分まで
	送迎実施の有無
	あり

	支　援　内　容

	家族支援
	家族からの相談に対する適切な助言
個別面談、電話相談、連絡帳などのツールの活用
	移行支援
	保育所等訪問支援
学校や併用利用先との連携、情報共有や相談・助言

	地域支援・地域連携
	地域社会の行事に参加
	職員の資質向上
	外部研修への参加（虐待防止、身体拘束、防災、感染症）
事例検討を加えた個別のケース会議

	主な行事等
	月2回外部講師に依頼するフットサル教室。年末に保護者も参加可能なお餅つき大会。毎月開催する児童を祝うお誕生日会。

	本人支援
	健康・生活
	1 心身・健康状態の把握：利用している日常から健康を観察。送迎時に利用児の体調や変化を学校または保護者と連携し、共有する。
2 健康の増進：登所時や昼食・おやつ前、トイレ後の手洗いの徹底。体調に合わせた活動量の環境調整。
3 基本的生活スキルの習得：生活リズムの安定化。荷物の置き場の明確化。整理整頓の習慣の支援。身だしなみの整え方の支援。
4 構造化による生活環境：掲示板を活用し、1日の活動の時間や空間の構造化。
5 自立支援と日常生活：TPOに応じたあいさつ、言葉遣い

	
	運動・感覚
	日常生活に必要な動作や基本となる姿勢保持、上・下肢の運動や動作、身体の基本的技能への支援を、遊びや活動を通じて専門職の評価の基に、運動や感覚機能に対して適切な支援を行う。
1 追いかけっこなどの平行運動からトランポリンを用いた垂直運動、ボール用いた空間的な遊びといった粗大的な運動への療育。
2 視覚や聴覚、触覚といった五感を刺激するようなゲーム遊びや構成遊びなどの感覚への療育。
3 運動への苦手さや、聴覚、触覚、嗅覚への過敏さといった特性に合わせた環境的な配慮。
4 月2回開催のフットサルにて、運動・感覚に対する総括的な学習ができる支援。
5 ブロック遊びやLaQ（ラキュー）、トランプ、オセロなどで指先を使った巧緻的な遊びの体験。
6 サーキットや鉄棒、バランスボールを用いた体幹を使ったバランス遊び。

	
	認知・行動
	1 壁掛けのアナログ時計や学習時計を用いることでの時間の概念の教育。
2 学校との連携における学習や宿題への補助。
3 各児童の学力に応じて支援方法を調節し、「できた」「わかった」の成功体験を得られる指導。
4 宿題や勉強、読書といった集中して取り組むための静かな空間を提供できる環境設定。
5 思考する習慣を取り入れ、「なぜ」「どうして」と考えることで勉学や社会性への汎用できる支援。
6 時間での切り替えが苦手な児童に対しては事前に支援者が声掛けを行ったり、スケジューリングを共有したり、児童同士が協調したりすることで、今どのような行動を行うべきなのかを再認知することができる支援。

	
	言語
コミュニケーション
	インリアルアプローチに基づいた基本姿勢から児童の現状の言語能力に合わせた環境調整
1 スケジュールや活動内容をイラスト等のコミュニケーションツールを用いて視覚化し言語化に向けた支援。
2 支援者が気持ちを代弁することで会話の疎通性の向上を図り、自分の想いを伝える・伝わる経験を積み重ねられる。
3 指折り、身振り、口の動きを見せる等のノンバーバル（非言語的）なコミュニケーションを活用し、発語が苦手な児童においても意思伝達がスムーズに行えるよう支援。
4 個々の特性や能力に応じて教材プリントや絵本等を使い分け、読み書き能力の向上や理解・表出に繋がる支援。
5 集団での遊びや活動を通じて、その場や相手の状況に応じた言動・対応スキルの獲得が行えるような経験を積む

	
	人間関係
社会性
	1 他者と関わり合うことでの信頼関係の構築により、他者を頼ることができ、環境への安心感が育まれるような支援。
2 活動中に感情が崩れたり不安になったりした際に支援者がすぐに寄り添い、情緒の安定化を図り、感情の折り合いがつくような話し合い、または環境設定を行っている。
3 集団活動に対する参加や協調がしやすくなるようルールを定めており、集団への参加が苦手な児童やルールの理解や従順することができない児童への支援を、遊びを通じて学んでもらっている。
4 遊びを通じて他者の動きを真似してもらうことで、社会性の発達や、対人関係の構築を支援。
5 1人遊びから並行遊び、小集団での遊びを通じて、支援者が介入し、連合的な遊び、役割分担、ルールを学ぶ。
6 児童ができること、苦手なことを支援者が把握して、児童自身の行動を理解し、気持ちや情動の調整ができるよう支援。



